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化学繊維 の性 質 と見分 け方

めざましい科学の進歩と共に私達の被服生活にも新Lv,

化繊が次々と出廻ってお ります所､その性質や扱い力を

注意して買物致しましょう｡

1､主 な 化学 繊 維 の長 所 と短 所

1) レーヨン (ビスコースレーヨン-人絹又は

スフ､ベン〈りレグレーヨン-キュプラ)

長 所 製造コス トか安 く､化学繊維の中では最も安

価に製造でき､用途か広い｡繊維の長さも太さも過当に

選ぶことが-pl能である. (全世界にみても羊毛よりも生

産皐7):増してV･るO特に日Ar亡.ま木綿による被服材料に

近い くらいの生産高である)種,tの改良も進んだ今日で

は､壮濯にも大体木綿と同じに坂り扱 うことができるよ

うになり､加都にもよく耐え､糊つけや漂白も自由であ

る｡ベンベルグの方は史に細くて光沢の柔かいしなやか

な繊維ができるO

短 所 ; 木綿に比べると耐水性が劣 り､収縮や損傷の

I,Fl葛になり易く､アルカリにもやや弱い.摩盤や折り曲

げに対しても弱V,｡しかし剛 的ロ工によって蚊のつき易

さや水による収縮はかなり改沓されている0

2) アセテー ト (ミナロン､カロラン)

:長 所 レーヨンに比べると比重も小さく､弾性もあ

って羊毛に近い｡吸湿性が少なく水に由れても強さの低

下する割合は少V,07セテ- 卜繊維自体では､次に述べ

るように強度の点などで戟らかの欠点があるが､ (ステ

ープルにして)羊毛やビスコーススフと混紡されて大い

に効果をあげてV,る｡

短 所 引張り､摩擦､折 り曲げなどの綴機的な外力

にJLJしては弱い方である｡アルカリに対しても5弱く､東

屋か減少し (鹸化されてセル ローズに戻る)献物がすけ

て風合を損ねる｡勲にも弱 く､アイロンなどの温度に注

意する｡又､熱水中でも欣化し易いので洗濯水の温度に

も注意する｡

3) ナ イ ロ ン

長 所 . 引張り､摩 損､折 り曲げなどに対しては強

く､弾性も大きく奴になりに くい｡吸湿性がレーヨン､

アセテー トに比べるとずっと少 く､ぬれた後の乾燥も速

く､耐水性も強V.｡普通の枝推中では最も雇い｡ (天然

繊維でも空洞の発 達してい るカポックは完全 に水に浮

く).普通 の酸やアルカリに対しては強い｡燃えに く

く-炎から離すと自然に消えるO細 くて長い繊維をつ く

ることができるので綿に似たフィラメン ト線維ができ､

細いフィラメン トヤ-ンによる靴下にも向き､ステー7'

ルとしては他の繊維との混紡も容易である｡

短 所 加熱に よって繊維か附ヒするばか りでこよな

く､溶け易vlことは大きな欠点である｡ この点､日本のナ

イロン6はアメリカのナイロン66よりも更に軟化点や熔

融点が低い｡吸湿性が少なすぎることは下前材料などに

は非衛盤l勺で不向きであり､矧 生かめりすぎることも被

服材料としては望ましくない｡紫外線に対しての抗敵性

は弱＼(0

4) ビ ニ ロ ン

長 所 ･ 引張り､摩挺､折h曲げなどに対して塊V,0

後処理の条件により､各種の触感のものが得られるo酸

や塩水にも耐久性を持ち､日光,吃/Llしてはナイロンより

ずっと安定である｡吸湿鬼は合成繊維中では多V,)1-で､

価格も合成繊維の中では安い方である｡

袋 所 加熱に対しては ナイロン6程度に弱く､特に

吸湿状態での加熱では賓化を受け易い｡染色もナイロン

6よりは困難で堅牢な染色は悶にくV,0

5) テ トロン (テ リレン､テクロン)

長 所 ･ 化学繊唯の中では韻も突卿 ヒされているO合

Jik'繊維の中では軟化点や熔融点 が庖い力で､酸やアル

カリにも幼 く雛もつきにくV,が､羊毛に似た解合か得ら
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れるので喜ばれている｡麻､羊毛との混紡用として一般

に広く愛用されてV,る.

現 所 ･ ミセル構造のち官さや吸湿性の少いことなど

のために染色性が悪vl｡又､現在のところ製造コス トが

実用合成繊維中では最も高価である｡

6) オー ロン､ダイネル (ボ ンネルその他)

長 所 比重が小さく､弾性にも富み､保温性にも優

れている｡吸湿性も少なく､ぬれても弥伸度の低下が少

い｡紫外線に対しては､抵抗性が大きい｡

泣 所 ･ ダイネルは耐熱性に乏しく欣化し易いO-股

に吸水性の少V,ためもあって染色がやや陳†難である｡

7) サ ラ ン (ク レハロン)

長 所 吸湿性は 殆んど燕く､耐水性 にも優れ､濡

繊 維 の

れても強度が変化しなV,｡ 蕨や7ルカ1)には 極めて強

く､室温では濃硫酸に浸しておいても溶けないほどであ

る｡炎の中に入れても幾らか焦げて縮まるだけで､燃え

ない｡

頴 所 無機質の繊維を除 くと普通の衣料繊維では最

も重い｡剛有でしなやかさを欠き､狭義の衣料には向か

ない｡軟化点や熔融点か他の繊維より更に低 く､勲に対

しては不安定で､染色も困難である0

8) テ ビロン､エ ンピロン

サランと類似したj毒所,短所を持ってV'るがサランに

比べて比重が煙く､強さはやや大きV,ことや安価な点が

まさる.熱に弱 く収縮し易vlことや伸びが戻りにくいこ

とが妨っている｡

見 わ け 方

1'敵 い 凍 欄

6 羊 毛 7. ナ イ ロ ン

2. 酸 と ア ル カ リ に ヌ寸す る 弓貴 さ

羊 毛

7 セ テ - 卜(やや塊)

ビ ニ ロ ン
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q ビ ニ ロ ン 9. サ ラ ン

木 綿

ナ イ ロ ン

ビ ニ ロ ン



オ ー ロ ン

エ ク ス ラ ン

テ ト ロ ン

サ ラ ン

カ ネ カ ロ ン

綿

ナ イ ロ ン

(塩酸にやや弱)

ビスコースレ-ヨニ/

ベ ン ベ ル グ

木 綿

オ ー ロ ニ/

カ ネ カ ロ ン

エ ク ス ラ ン

テ ト ロ ン

ビスコースレーヨン

ベ ン ベ ル グ

~ア セ テ ･一 ト

サ ラ ン

化 繊 の
買V,プ-J､縫製､管理面につV,て申し上げますと｡

買 い 方 履歴Dはっきりした一流メーカ-製品を

耳マーク､反末マ-クの記載されたものo信用ある店で

店員にたしかめて買物されるのか安全です｡

縫 製 (仕 立 て る と き)と漂 白

地匿Lは軽く空アイロ-/を当て､整え､耳づれは斜め

に鉄を入れて博しますO附属品は同一繊維のもの､他の

繊維D場合.-ま十分に収縮させて使用しますO

裁 断 バイヤスに使ったプj7)-.美しく仕上ります｡

経緯の場合は縫方に注意しないとづれて莫しく上りませ

ん｡縫代は多目に坂ります｡

茶 柱 糸は同一繊維のもの､生地は厚くても細vl

もの､針は針先の鋭V,ものがよvlへミシン針は9番～11番

針 Hは100,%化繊のときは1伽に5針前後､交織物.ま薄地

で3-7日､厚地物は7-8日にします｡

ミシンの調子は縫製上大切なことで､上糸下糸はそれ

ぞれ普通より弛めますo糸巻きも小さいものがよV,(高

さ35糎以下) 帯地の場合.'ま押え金の圧力を少くL､送

り金の帯さもやや低く(05粍以下)にIJJn液します｡ 経

(村 田 治 子)

取 扱 い 方
錐の裁Hの時は敷従を用V,ますと美しく縫えますo縫代

の始末;,封まつれを防ぎ､葉しく見えるものを用V,ます.,

例えば袋縫､折伏縫､縫l湧)がりなど洗濯は､中性石け

んでつかみ洗V,やブラシ洗V.し､しぼらず水を切ってか

け干します｡ 洗濯機を使関する時､100,%化繊.'まネット

に入れて普通の半分時間かけますが､脱水隙けかけると

小じわがつきとれなV,場合がありますJjで注意しますO

漂 白 ナイロン以外のものは次神塩素酸ソーダを

用います030-60で処押しますL.ナィ｡ンには稚Yh.潔骸

ソーダとハイ ドロサルファイ トで処押します,.7/}i三光染

料をイ出目Lます｡

しみ抜きに依ってはV,けなVl頚5-.['1-1はノ'セテ- 卜にI′i:~′

セ トン､ナイpンには晒粉､過酸化水素､クレゾールな

ど､ビニロンにはクレゾ-ルやフォルマ1)ンなどですn

しみは帯いたらず くおとすことですoぬるま湯に石けん

を溶かしたもので洗vlますoY腫 iはベンジンで拭き後石

けん液で拭きます｡

最後に混紡交縦の扱V,力は 原則として100%化繊D搬

物と同様に扱V,ますが､管押面で;i:混ぜられた繊維の扱

いフナをしなくてはなりませす｡ (澱 口 文 子)
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